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香 川 県

企画・編集

みんなでつくる
自然史博物館
香 川

分 布
ヨーロッパ～アジア
原産、アメリカ・オー
ストラリア（野生化）

大 き さ
頭胴長 110～160cm

分 布
極地を除く、ほぼ世
界中

大 き さ
全長 54～64cm
翼開長 150～180cm

乳を飲むイノシシ▶
の子（ウリ坊）

通常ヤマブキなど▶
の葉や茎などに着
いている

魚をつかまえたミサゴ▶

分 布
香川県国有種（屋
島、五剣山など）

大 き さ
殻高 5.7mm
殻径 8.0mm

分 布
日本（神奈川県以南、四
国、九州、琉球列島）、朝鮮
半島、中国

大 き さ
樹高 5～15m

分 布
香川県（屋島、小豆島、豊島）

大 き さ
殻高 15.5mm　殻径 3.1mm

イソムラマイマイ

ウバメガシ

ショウドシマギセル

分 布
香川県・徳島県・淡路島

大 き さ
8～9mm

ヤシマホソヒラタゴミムシ

イワシデ（カバノキ科）
分 布

日本（中国地方、四国、
九州北部）、朝鮮半島

大 き さ
樹高 2～3m

分 布
日本（中国地方、四国、
九州）、朝鮮半島、中国

大 き さ
樹高 3～4m

イブキシモツケ（バラ科）
分 布

日本（本州（近畿以西）、四
国、九州）、朝鮮半島、中国

大 き さ
樹高 1～15m

チョウジガマズミ   （レンプクソウ科）

いずれの種も、讃岐層群にのみ生育するが、
分布の範囲は少しずつ異なっている。

分 布
北アメリカ原産（香川県で
は1995年頃から確認され
始めた）

大 き さ
頭胴長 42～60cm

アライグマ
分 布

日本、朝鮮半島、中国、ロシア原
産、東ヨーロッパ（毛皮獣として
飼育していたものが野生化）

大 き さ
頭胴長 50～60cm

タヌキ

イワシデ

チョウジガマズミ イブキシモツケ

イワシデ 屋島、小豆島、五剣山、峰山、五
色台 など

：

チョウジガマズミ 屋島、小豆島 のみ：

イブキシモツケ 屋島、小豆島、五剣山、峰
山、五色台、飯野山、我拝
師山、七宝山など

：

屋島のなりたち

■発　　　行

JR屋島駅観光案内スペース　TEL.090-2893-8712（土・日・祝日のみ）

●JR高松駅下車 車で約25分
●JR屋島駅下車 車で約10分
●ことでん屋島駅下車 車で約10分
　JR屋島駅とことでん屋島駅から屋島山上へのシャトルバス有（毎日運行）

●高松中央インター 車で約25分
●高松空港 車で約50分

アクセスマップ

香川県環境森林部みどり保全課
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岩の多い、乾燥した環境でも▶
まとまった森林を形成する

屋
島
新
聞

屋
島
新
聞

　
郷
土
の
先
人
、小
西
和（
こ
に
し
か
な
う
）に
よ
って
、「
世
界
の
宝
石
」と
し
て
公
園
化
が
提
唱
さ
れ
、

昭
和
9
年
、
屋
島
を
含
む
備
讃
瀬
戸
の
内
海
多
島
景
観
が
日
本
最
初
の
国
立
公
園
と
し
て
「
瀬
戸

内
海
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
年
に
、「
メ
サ
地
形
」、
い
わ
ゆ
る
「
屋
根
型
」
地
形
の
我
が
国
の
標
式
と
し
て
、
そ

し
て
屋
嶋
城
や
屋
島
寺
、
源
平
古
戦
場
と
し
て
の
歴
史
的
価
値
か
ら
、
屋
島
全
体
が
「
史
跡
・
天

然
記
念
物
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
来
、
80
年
の
歳
月
が
流
れ
、
屋
島
の
自
然
は
多
く
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
大
切
に
保
護

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
、
身
近
な
自
然
の
宝
庫
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
「
屋
島
」
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
が
そ
の

自
然
に
触
れ
合
う
時
の一
助
と
な
る
よ
う
、
こ
の
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
さ
あ
、
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
片
手
に
屋
島
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

香川県には、これまで36種の哺乳類が確認されている。
屋島で本格的な哺乳類の調査は行われたことはないが、屋島には、
香川県に生息する哺乳類の約半数の19種類が、生息していると推
定されている。

　
最
近
、
イ
ノ
シ
シ
が
海

を
泳
い
だ
り
、
市
街
地
に

現
れ
た
り
す
る
事
件
が

テ
レ
ビ
や
新
聞
を
賑
わ
し

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、屋
島

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

平
成
20
年
に
屋
島
西
町

で
発
見
さ
れ
た
後
、3
年

後
に
は
屋
島
全
域
に
広

が
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
す
む
森

林
と
市
街
地
が
近
い
屋

島
で
は
、
事
態
は
深
刻
で

あ
る
。農
業
被
害
や
住
宅
地
へ
の
出
没
が
多
く
な
り
、
大

き
な
悩
み
の
種
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
屋
島
地
区
連
合
自
治
会
は
、
香
川
県
、
高
松
市
と
協

力
し
、
平
成
２４
年
度
か
ら「
市
街
地
イ
ノ
シ
シ
対
策
モ
デ

ル
地
区
」
と
し
て
被
害
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
重
ね
、
自
治
会
ご
と
に

環
境
点
検
を
実
施
し
、
イ
ノ
シ
シ
が
近
づ
か
な
い
よ
う
な

対
策
を
話
し
合
っ
た
。

　
現
在
、
集
落
を
ぐ
る
り
と
囲
む
、
万
里
の
長
城
の
よ

う
な
侵
入
防
止
柵
の
設
置
が
住
民
の
手
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
佐
々
木
正
隆
連
合
自
治
会
長
は
、「
柵
は
設
置
し
て

か
ら
が
大
切
、
皆
で
協
力
し
て
点
検
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
っ
か
り
行
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
に
強
い
町
を
つ
く
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
っ
た
。

屋
島
の
誕
生
は
、
約
１
４
０
０
万
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
花
崗
岩
で
で
き
た
岩

盤
の
く
ぼ
ん
だ
場
所
に
、
火
山
岩
の
礫
を

含
ん
だ
凝
灰
岩
が
、
次
に
溶
岩
（
讃
岐

岩
質
安
山
岩
）
が
流
れ
込
ん
で
埋
め
た
。

そ
の
後
、
花
崗
岩
で
で
き
た
岩
盤
は
、

長
い
時
間
を
か
け
て
し
だ
い
に
浸
食
さ
れ
、

硬
い
溶
岩
に
覆
わ
れ
た
部
分
だ
け
が
残
っ

て
、
山
を
つ
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　

平
た
い
山
頂
と
そ
そ
り
立
つ
崖
、
お
寺

の
屋
根
の
よ
う
に
美
し
い
勾
配
の
斜
面
。

現
在
の
屋
島
の
造
形
美
に
は
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
時
間
が
眠
っ
て
い
る
。

約
一
万
年
前
に
氷
河
期
が
終
わ
る
と
、

海
水
面
が
百
メ
ー
ト
ル
以
上
も
上
昇
し

瀬
戸
内
海
が
で
き
た
。
屋
島
は
こ
の
時
、

島
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の

は
じ
め
ま
で
は
、
屋
島
の
南
側
に
は
浅
い

海
や
干
潟
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

海
に
突
き
出
た
屋
島
は
守
り
や
す
く
、

攻
め
る
に
難
し
い
。
遊
歩
道
沿
い
に
見
学

で
き
る
「
古
代
山
城
屋
嶋
城
跡
」
は
屋

島
が
古
代
瀬
戸
内
海
航
路
の
要
衝
で
あ
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

眼
下
に
広
が
る
讃
岐
平
野
と
、
点
在

す
る
円
錐
形
の
お
む
す
び
山
と
眺
め
な
が

ら
、
日
常
を
忘
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
時
空
を

旅
す
る
の
も一興
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
屋
島
と
い
え
は
タ
ヌ
キ
、
屋
島
の
「
太
三
郎
狸
」
は
「
日

本
三
名
狸
」
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
、
平
家
の
武
士
、
平

重
盛
に
助
け
ら
れ
た
こ
と
に
恩
義
を
感
じ
、
平
家
を
守
る
こ

と
を
誓
っ
た
。
そ
の
子
孫
が
屋
島
の
タ
ヌ
キ
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
の
は
有
名
な
話
。

　
そ
ん
な
由
緒
正
し
い
屋
島
の
タ
ヌ
キ
に
、
手
ご
わ
い
ラ
イ
バ
ル

（
？
）
が
現
れ
た
。
そ
の
動
物
は
ア
ラ
イ
グ
マ
、「
外
来
生
物
法
」

で
は
生
態
系
や
農
作

物
に
大
き
な
被
害
を

引
き
起
こ
す
「
特
定

外
来
生
物
」
に
指
定

さ
れ
、
全
国
各
地
で

問
題
と
な
って
い
る
。

　
野
生
化
し
た
ア
ラ

イ
グ
マ
は
、
ま
だ
十

分
に
は
わ
か
って
は
い

な
い
が
、
タ
ヌ
キ
と

は
、
食
べ
物
や
す
み

場
所
も
重
なって
い
る

ら
し
い
。
体
格
的
に
は
分
の
悪
い
屋
島
の
タ
ヌ
キ
で
あ
る
が
、
新
参

者
に
う
ま
く
対
抗
し
、
し
た
た
た
か
に
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
タ
ヌ
キ
は
日
本
で
は
普
通
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
生
き
物
で

あ
る
が
、
実
は
、
東
ア
ジ
ア
の
一
部
に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
、

世
界
的
に
は
貴
重
な
イ
ヌ
科
の
動
物
で
あ
る
。

　
屋
島
の
タ
ヌ
キ
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
？

　
今
後
、
屋
島
で
動
物
た
ち
の
勢
力
図
が
変
化
す
る
可
能
性

も
な
い
と
は
言
え
な
い
。
日
本
の
動
物
た
ち
に
、
明
る
い
未
来

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
だ
が
、
屋
島
に
は
、
世
界
的
に

珍
し
い
、
香
川
県
に
し
か
い
な
い

カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間
（
以
下
、「
陸

貝
」
と
い
う
。）
が
住
ん
で
い
る
。

　
代
表
的
な
の
は
、「
イ
ソ
ム
ラ
マ

イ
マ
イ
」。
昭
和
28
年
に
屋
島
の

東
隣
の
五
剣
山
で
発
見
さ
れ
、

県
内
で
は
、
屋
島
も
含
め
、
非

常
に
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
生
息

し
て
い
な
い
。
名
前
は
、
発
見
者

で
あ
る
、
故
磯
村
貞
成
氏
に
由

来
す
る
。

　
も
う
一つ
は
、
小
豆
島
と
豊
島
と
屋
島
の
南
嶺
に
し
か
い

な
い「
シ
ョ
ウ
ド
シ
マ
ギ
セ
ル
」。亜
種
名
はyanoi（
ヤ
ノ
イ
）

と
い
い
、
発
見
者
で
あ
る
矢
野 

重
文
氏
に
由
来
す
る
。

　
こ
の
他
に
、
南
九
州
と
南
西
諸
島
に
分
布
す
る
カ
ゴ
シ

マ
ノ
ミ
ギ
セ
ル
が
、
四
国
で
は
屋
島
だ
け
で
見
つ
か
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
陸
貝
は
屋
島
の
中
で
も
、
豊
か

な
森
林
内
に
限
っ
て
生
息
し
て
い
る
。

　
陸
貝
は
、
屋
島
の
森
が
、
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
示
す
、
香
川
の
自
然
史
の
生
き
証
人
な
の
だ
。

【屋島の哺乳類】イノシシ、ニホンザル、タヌキ、アライグマ、ハクビシ
ン、ニホンイタチ、ノウサギ、ムササビ、ユビナガコウモリ、モモジロコウ
モリ、キクガシラコウモリ、アブラコウモリ、コキクガシラコウモリ、コウ
ベモグラ、ジネズミ、アカネズミ、ハツカネズミ、ドブネズミ、クマネズミ

ご挨拶

香川県では、130種のカタツムリの仲間が確認され
ており、屋島ではその内の48種（37%）が確認さ
れている。面積の割には、種類数が多い。

香川県には、これまで5,000種以上の昆虫が記録され
ているが、はっきりした種数は分かっていない。屋島
には、少なくとも約750種が生息していることが明らか
になっている。屋島は県内の昆虫の研究者や愛好家
にとって、魅力のある観察場所の一つであり、近年、
貴重な種も相次いで見つかっている。

屋島では、これまで980種の維管束植物（シダ植物と種子植物）
が確認されており、その内の698種が在来種である。面積の割には
植物の種類数が多く、屋島の環境が良好に保全されてきたことを
現している（県全体の維管束植物は2,399種、その内在来種は
1,752種である）。

香川県には、これまで299種の鳥類が確認され
ている。屋島とその周辺では79種が確認されて
いる。山あり海あり、川あり干潟あり、屋島は
絶好のバードウオッチングのポイントである。

時は源平の屋島の戦いのさなか、那須与一が、平家
軍の船上に立てられた扇の的に弓矢を命中させた話は
有名である。しかし、当時、屋島は、その名の現すと
おり瀬戸内海に浮かぶれっきとした島だったのだ。

生
き
物
の
名
前
に
は
、
発
見
さ
れ
た
場
所
の
地
名
が
つ

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ヤ
シ
マ
ホ
ソ
ヒ
ラ
タ
ゴ
ミ
ム
シ
も
、

そ
の
一つ
だ
。

こ
の
昆
虫
は
、
昭
和
35
年
に
屋
島
で
発
見
さ
れ
、
翌
年

に
新
種
と
し
て
、
昆
虫
分
類
学
の
学
術
誌
上
で
発
表
さ
れ

た
。
屋
島
で
発
見
さ
れ
て
以
降
、
香
川
県
の

各
地
や
徳
島
県
、
淡
路
島
か
ら
相
次
い
で
見
つ

か
っ
た
が
、
屋
島
で
は
最
初
の
発
見
以
降
見
つ

か
ら
ず
、半
世
紀
以
上
の
間
、幻
の
昆
虫
と
な
っ

て
い
た
（
平
成
25
年
8
月
屋
島
で
再
確
認
）。

も
う
一
つ
、
屋
島
の
昆
虫
で
不
思
議
な
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
成
8
年
7
月
の
記
録
を

最
後
に
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
だ
。
最
近
見
つ
か
る

の
は
カ
ブ
ト
ム
シ
、
コ
ク
ワ
ガ
タ
、
ヒ
ラ
タ
ク
ワ

ガ
タ
ば
か
り
。
な
ぜ
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
だ

け
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
を
発
見
し
た
ら
、
是
非
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
自
然
史
博
物
館
・
香
川
」

に
ま
で
一
報
し
て
欲
し
い
。
な
ぞ
解
き
は
今
始

ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

　
ミ
サ
ゴ
は
県
内
で
1
年
中
観
察
で
き

る
タ
カ
の
仲
間
。
主
に
魚
を
つ
か
ま
え

て
食
べ
る
。
屋
島
に
は
、
ミ
サ
ゴ
の
観

察
し
や
す
い
場
所
は
2
つ
あ
る
。

　
1
つ
目
は
新
川
と
春
日
川
の
河
口
。

干
潮
か
ら
潮
が
満
ち
込
ん
で
く
る
頃
に
、

ゆ
っ
く
り
と
屋
島
の
方
向
か
ら
現
れ
、

川
の
上
空
で
停
止
し
た
ま
ま
羽
ば
た
き
、

魚
を
見
つ
け
る
と
、
一
気
に
急
降
下
し
、

川
に
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
捕
ま
え
る
。

　
2
つ
目
は
屋
島
南
嶺
の
獅
子
の
霊
厳

の
展
望
台
。
こ
こ
で
は
高
い
と
こ
ろ
を

飛
ぶ
ミ
サ
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、
下
の
方

を
飛
ぶ
ミ
サ
ゴ
を
見
下
ろ
し
て
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
冬
か
ら
春

に
か
け
て
（
12
月
頃
か
ら
求
愛
が
始
ま

る
）
に
は
子
育
て
の
様
子
も
観
察
で
き

る
。
野
鳥
も
人
間
と
同
じ
で
、
子
供
を
育
て
る
時
に

は
子
供
を
守
る
の
に
一
生
懸
命
。「
野
鳥
の
子
育
て
時

期
に
は
い
つ
も
人
が
通
っ
て
い
る
道
路
以
外
か
ら
の
観

察
は
絶
対
に
だ
め
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
だ
。

こ
の
展
望
台
は
い
つ
も
観
光
客
が
い
る
場
所
な
の
で
、

ミ
サ
ゴ
を
あ
ま
り
心
配
さ
せ
な
い
で
観
察
で
き
る
。

　
屋
島
で
は
、
毎
年
多
く
の
ミ
サ
ゴ
が
巣
を
作
り
、
ヒ

ナ
を
育
て
て
い
る
。
平
成
16
年
頃
に
は
、
10
カ
所
で
、

そ
の
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。
1
つ
の
小
さ
な
地
域
に
こ

れ
ほ
ど
集
ま
っ
て
巣
を
作
っ
て
い
る
場
所
は
、
全
国
を

探
し
て
も
、
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

　
ミ
サ
ゴ
は
、
背
の
高
い
ア
カ
マ
ツ
の
て
っぺ
ん
に
好
ん

で
巣
を
作
る
。
し
か
し
、
松
く
い
虫
の
被
害
で
、
巣
を

作
り
や
す
い
ア
カ
マ
ツ
が
減
っ
た
た
め
、
ミ
サ
ゴ
の
巣
の

数
が
、
数
カ
所
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
屋

島
の
ミ
サ
ゴ
を
し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

屋
島
の
山
頂
部
を
覆
う
地
層
は
「
讃

岐
層
群
」
と
い
い
、
植
物
の
生
育
し
に

く
い
乾
燥
し
た
岩
場
で
あ
る
。
小
豆
島

も
含
め
、
五
色
台
や
讃
岐
平
野
に
点
在

す
る
お
む
す
び
山
に
分
布
す
る
。
こ
の

地
層
に
し
か
生
育
し
な
い
植
物
が
あ
る

こ
と
は
、
故
氏
家
由
三
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
県
内
の
研
究
者
に
よ
っ

て
「
氏
家
ゾ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
生
育
す
る
植
物
は
、
雨
の
少
な

い
香
川
県
で
も
、
さ
ら
に
乾
燥
し
た
岩

　
昔
と
は
言
っ
て
も
今
か
ら
50
年
前
、
屋
島
に
は

立
派
な
マ
ツ
林
が
広
が
っ
て
い
た
。
昭
和
50
年
代

以
降
、マ
ツ
ク
イ
ム
シ
の
被
害
に
よ
っ
て
マ
ツ
が
枯
れ
、

現
在
で
は
、
ア
ベマ
キ
や
コ
ナ
ラ
を
中
心
と
し
た
落

葉
広
葉
樹
林
が
約
6
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

落
葉
広
葉
樹
林
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ハ
ゼ
ノ
キ
が

混
交
し
、
四
季
折
々
、
美
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
も
う
一つ
、
屋
島
で
忘
れ
て
は
い
け

な
い
植
生
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
純
林
で
あ
る
。
山
頂

部
の
急
傾
斜
地
や
海
岸
部
に
ま
と
ま
っ
て
生
育
す

る
様
子
は
、
香
川
県
の
誇
る
常
緑
広
葉
樹
の
美

林
で
あ
る
と
い
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
。

場
の
厳
し
い
環
境
に
生
育
す
る
植
物
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
屋
島
寺
に
続

く
「
表
へ
ん
ろ
道
」
の
途
中
、
板
状
節

理
で
有
名
な
「
畳
石
」
周
辺
が
絶
好
の

観
察
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音、風の音や川のせせらぎなど、自然

のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聞きながら歩かないようにし

ましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内海の森は一年中乾燥してます。森の
中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

● 危険な生き物には近づかないように！
スズメバチやマムシなど危険な生き物には
注意しましょう。見かけたら驚かさないように、
ゆっくりとその場を離れましょう。
ただし、森の中には、ウルシの木やハゼノ

キなど触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

● 自然の中に入るときの七つ道具！
長そで・長ズボン、足元がしっかりした靴、帽子、軍手、
水筒、健康保険証、雨具

● 疲れたら休もう、予定を変えよう！
のんびり、ゆったり歩くことが自然観察の心
構えの基本です。特に、夏は日射病に気をつ
けましょう。
カミナリが聞こえてきたり、急に天候が悪くなりそうな
場合には、無理は禁物です。早めに避難しましょう。

● イノシシに出合ったら！
　 襲われないための３原則
一つ　何もせず放っておく （無視をする）と、ほとんどの

場合、向こうから逃げていきます。
二つ　ゆっくりと後ろに下がって、静かにその場を立ち去

るか、物陰に隠れましょう。
三つ　決して威嚇したり、追い払ったりしないでください。
なお、絶対にエサは与えないようにしましょう。イノシ

シが人を襲うようになります。

これには注意しよう

【植物】❶香川県環境保健部自然保護課（編）〈1981〉 香川県植物誌（離弁花）. 
香川県環境保健部自然保護課, 45pp. ／【鳥類】❷川口 敏〈2004〉香川県
東部におけるミサゴPandion haliaetusの生息場所.　日本鳥学誌53（1）：
63-69. ／❸馬場智子〈2004〉香川県高松市屋島におけるミサゴPandion 
haliaetusの繁殖．香川生物31：25-31. ／【哺乳類】❹金子 之史（監）徳
島県立博物館・四国自然史科学研究センター（編） 〈2014〉四国の哺乳類. 
徳島県立博物館, 67pp.❺金子 弥生〈2013〉動物顔面パターン認識装置を
用いた里山の食肉目群集の保全. 科学研究費助成事業研究報告書.
（https://kaken.nii.ac.jp/pdf/2012/seika/C-19_1/12605/22651086seika
.pdf）❻香川県（編）〈1979〉第2回自然環境保存基礎調査：動物分布調査
報告書（哺乳類）. 環境庁, 26pp. ／【昆虫類】❼安森 盟文 〈2014〉屋島で
採集されているクワガタムシ. へりぐろ35:17-18.❽Habu, A. （1961）One 
new species of Trephionus from Yashima, Shikoku, Japan （Coleoptera, 
Carabidae）. Niponius 1（10）:1-4. ／【共通の文献】❾高松市・香川大学
天然記念物屋島調査団（編） 〈2014〉 天然記念物屋島調査報告書. 高松市・
香川大学天然記念物屋島調査団,186 pp.10屋島風土記編纂委員会〈2010〉
屋島風土記. 美巧社, 415pp.11香川県希少野生生物保護対策検討会（編）
〈2004〉香川県レッドデータブック 香川県の希少野生生物. 香川県環境森
林部環境・水政策課, 416pp.

香川県水産試験場／佐藤 明／曽根 康男／高木 真人／多田 昭／日本野鳥の会香川
県支部 木谷 重信／野口 和恵／松本 慶一／三浦 大樹／安森 盟文／吉川 武憲／
陸生ホタル生態研究会／／一般社団法人香川県猟友会／金森 正博／佐藤 正昭／
佐野 信雄／篠原 望／高松市／寺林 優／中山 尚子／安森 盟文／吉松 定昭
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写真提供者／／お世話になった方

香
川
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自
然
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マ
ッ
プ

屋
島
の
自
然

紅葉したイワシデ
（右奥）。左手前はア
ベマキで、乾燥した
場所にも自生する。

1

屋
島
作
戦
狭
ま
り
つ
つ
あ
る

イ
ノ
シ
シ
包
囲
網

タ
ヌ
キ
の
未
来
は
は
た
し
て
？

屋
島
名
物
の

屋島の ほにゅう類

屋島の 植物 屋島の陸貝屋島の昆虫

屋島の鳥類

進む！

カ
タ
ツ
ム
リ
の
名
所 

屋
島

名
前
に「
屋
島
」が
付
い
て
い
る
昆
虫

屋
島
の
植
物
の

見
ど
こ
ろ

屋
島
の
植
生

日
本
有
数
の

ミ
サ
ゴ
観
察
地

屋島のなりたち
む
か
し
屋
島
は
、島
だ
っ
た
！

ス
ク
ー
プ
！

激変！



（春）間近でミサゴが
　　見られるかも
　　しれない

トイレ

休憩所

古道・登山道

へんろ道

ビューポイント

バードウォッチング

駐車場

山頂ハイキング道

北嶺登山道

長崎の鼻

遊鶴亭

獅子の霊厳

　談古嶺

西尾根
山頂

冠ケ嶽

北嶺魚見台●

屋島古道

表へんろ道

旧へんろ道

屋島西古道

屋島少年
自然の家ルート

●
高松テルサ

香川県
水産試験場
●

大楽寺

菊王丸の墓●

佐藤継信の碑

屋島神社

●四国村

県木園

屋嶋城跡
（城門跡）

魚見台●

●
屋島洞窟

屋島少年自然の家 ●

鵜羽神社

●魚見台

屋島小学校

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー（
廃
止
）

屋
島
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

屋島西
小学校

屋島東
小学校

浜北バス停

浦生バス停

JR屋島駅

ことでん屋島
古高松

潟元

JR高徳線

こと
でん
志度
線

屋島陸上競技場
●

JR屋島
観光案内所
●

新川　河口干潟

浦生漁港 屋嶋城跡
（浦生の石塁）

屋島寺

このガイドマップについて
●屋島には、このマップにある生き物の情報のほかにも、たくさんの素晴らしい場所があります。そんな場
所を見つけたら、このマップに書き込んで、皆さんのオリジナルのマップをつくってください。

●屋島には、このマップでは、自然観察に適した道を紹介していますが、古道や登山道の途中には足元の悪
い場所や幅の狭いところがありますので、十分に気をつけてください。

ウバメガシの純林（一年中）

クスノキの森

気持ちの良い広葉樹林の森
エノキ、ヤマザクラ、クロガネモチ
ネズミモチ、ヤブニッケイ、コナラ
バードウォッチングに最適

（夏）海浜性のハチの
　　仲間の観察ポイント

立派なウバメガシの森
林床のコウヤボウキ

千間堂跡
千間堂広場は野鳥の
水飲み場と水生昆虫の
生息場所になっている
そっと観察しよう！（一年中）

浦生海岸
（春）海浜植物が楽しめる
　　（ハマエンドウなど）

春のお花畑
ジロボウエンゴサク、
ウラシマソウ

（秋）紅葉

春のお花畑
ウラシマソウ、オドリコソウ、
ジロボウエンゴサク

加持水

細道注意
急坂

細道注意

横断注意

イノシシ
飛び出し
注意

「畳石」
安山岩の板状節理
（春）チョウジガマズミ、
　　ナガバノタチツボスミレ
（秋）カラスノゴマ

ヒメボタル生息地

（春）のどかな
　　田園風景
　　が広がる

ため池と
段々畑が
広がる

松の並木が
残っている

県内では数少ない干潟環境
ミサゴやカワセミの狩りが
見られる。冬はカモの仲間を
観察できる野鳥の観察ポイント

ハクセンシオマネキ、チゴガニ、
コメツキガニなど、夏の干潮時は
絶好の甲殻類の観察ポイントになる

大きなアベマキの森

長崎鼻古墳
5世紀はじめの前方後円墳

安徳天皇社

花こう岩の
露頭
（春）
コバノミツバツツジ

夏は谷から涼しい風

ハマゴウ群落

北嶺

南嶺

（春～夏）
午前中、上昇気流に乗って
昆虫が吹き上げられてくる
捕虫網で捕まえて観察しよう！

●
新屋島
水族館

5月中旬～6月中旬の夜、
午前2～4時頃に、
林の中で小刻みに点滅する。

このマップは「屋島登山道説明図（屋島地域自然
活用実行委員会）」を参考に作成した。

屋島ナビ　https://www.yashima-navi/jp/

ミサゴ
海やため池などで魚を捕えて食べる

タカの仲間。

準絶滅危惧種。

タワヤモリ
人家に住むニホンヤモリとは違い、森の中で暮らす日本固有種。日本で初めて発見された場所である「多和（旧大川郡長尾町多和）」にちなんで名付けられた。全長10～14㎝

ウバメガシ
海岸付近でよく見られる常緑樹。その材は硬く、備長炭の原料として知られている。

イノシシ
昼間に親子のイノシシに出合うと危険なので用心

が大切。あちこちにヒックリ返った表層土は、イノ

シシが鼻でエサ探しに掘り返したあと。

ユビナガコウモリ
屋島洞窟では4月～11月には、ねぐ

らにしている。

冬眠個体は屋島洞窟では見られず
、他の場所に

移動すると考えられる。

夏の午前中、遊歩
道の上を、ゆっくりと往復して
飛ぶのを見ることができる。

オニヤンマ
初秋のころ、南国へと

旅をする途中の個体に出会うこ
とができる。

アサギマダラ

6月中旬頃から、アベマキ
の樹液に集まる。木の穴の中にかく
れて住む。

ヒラタクワガタ

アベマキの樹液を吸う。好
んで、セミをおそって食べる。秋に数
が増える。

モンスズメバチ

北嶺の千間堂跡にある池では、
春から初夏にかけてオタマジャクシが観察
できる。

ニホンアカガエル

毒を持つことで知られるが、
攻撃性は弱く、こちらから手を出さな
い限り噛まれることはない。見つけた
ら静かにその場から離れるように。

ニホンマムシ

午前中に岩の上
などで日光浴をしているのを
目撃することが多い。

シマヘビ

夜に活動し、臆病なため、
見つけにくい。けもの道のわきなどに、
｢ため糞｣（タヌキの集団トイレ）が見
つかる。

タヌキ

4月～11月の雨上がりの
朝、表へんろ道の脇にある溝の中で
多く見られる。

コベソマイマイ

普段は、落ち葉の下で腐葉土を食
べて暮らす。雨上がりに、石の上などを這って
いることがある。

ショウドシマギセル

こうらの幅が2㎝くらいのカニ。オス
のハサミは片方が白く大きいのが特徴。
準絶滅危惧種。

ハクセンシオマネキ

夏の夜、アベマキの
樹液に集まる。7月下旬～8月
上旬に多い。

カブトムシ

飛んでいる鳥も狩る
ことができるタカの仲間。
絶滅危惧種。

ハヤブサ

くちばしが太く、額が盛り上
がっているのが特徴。くちばしが細い
のはハシボソガラス。

ハシブトガラス

樹皮が赤く葉が柔らかい
のが特徴。アカマツ林はマツタケが
生えることでも有名。

アカマツ

海藻ではなく、浅い海
に生える種子植物。アマモ場
は瀬戸内の魚を育む場所。

アマモ

薄いピンクの花を複数つける
落葉低木。屋島の他、小豆島にも分布。
絶滅危惧種。

チョウジガマズミ

海岸付近の林などで見
られるサトイモの仲間だが食べら
れない。

ウラシマソウ
代表的な海浜植物。

初夏に咲く淡いピンク色の花は
アサガオに似た形で美しい。

ハマヒルガオ

乾燥した日当たりの林
で見られる。茎を束ねたホウキを
高野山で使ったことに由来。

コウヤボウキ

ミサゴとの見分け方
は体の下面が茶色く、広げた
尾羽の中央部が三角形に切
れ込んでいる。

トビ

スズメより大きく、ハ
トより小さい。｢ピヨ～｣という
鳴き声とボサボサ頭が特徴。

ヒヨドリ
スズメよりも小さい。

中腹の落葉広葉樹林帯や屋
島寺の周辺で声が聞かれる。

キビタキ

晴れの日の日中、11：00
～15：00頃に、エノキの樹の周り
の上空を飛ぶ。

ヤマトタマムシ

日中、開けた空き地で
アリなどの小さい昆虫をおそって
食べる。

ナミハンミョウ

香川県の県鳥。鳴き
声は、｢特許許可局」と聞こえる。
他の鳥の巣に卵を産む「托卵｣
という習性がある。

ホトトギス

たく らん

 白っぽい小さな体に
長い尾。秋冬にはシジュウカラ
やメジロなどといっしょに混群を
つくることが多い。

エナガ

こん ぐん

スズメより少し大きく、
体の上面が青いのが特徴。
木のてっぺんに止まり、複雑
な声でさえずる。

オオルリ

幼虫は陸上の湿った環境に生
息し、小型のカタツムリやミミズを食べて
育つ。体長5～7㎜。準絶滅危惧種。

ヒメボタル

屋島の昆虫
里山などの身近な環境で見られ
る種類が、そろって見られるのが
屋島の魅力です。

屋島の鳥類
海、人里、森林、岩場と、多様な環境のある屋島には、
四季を通じて多くの野鳥が暮らしています。

屋島の植物
現在では大部分が広葉樹林となりましたが、昔の面影を
残すマツ林も残っています。

屋島の両生類
水場の少ない山上部と、ため池や水田などのある
山麓部では、種類や生息数に違いがあります。

屋島の陸貝
北嶺よりも、南嶺で多くの種類が見られます。
特に、湿気の多い谷のまわりで見られます。

屋島の甲殻類
新川河口には広い干潟が残っており、
カニの個体数が多い。少なくとも、13種
ほどのカニの仲間が生息しています。 

屋島の爬虫類
夜行性の種類が多く、日中は岩の隙間
や地中、倒木の下などに潜んでいます。

屋島のほにゅう類
どの種類も基本的に夜行性なので、人目につきにくい。屋島
は都会地の近くで、野生のコウモリにとっての貴重な生活
や繁殖場となっています。
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